
お住まい ：

就農した年

佐倉市

：

：

：

： JA、消費者への直接販売など

米、野菜、ブルーベリー
（お米は佐倉市の有機給食
にも使用）

1.15ha

２０２３年

就農したきっかけ

就農時の苦労

農業・農村に関心を持ってもらう
取組

今後の目標

食の大切さを伝えたい

（大輝さん）
理学療法士の仕事をしながら、病気の人
を減らすには食べ物からと思い、半農半
Xの生活で無農薬の食べ物を作りたくて
妻と就農。

必要な農業機械が多くて高価であるに
もかかわらず、自助努力で入手しなくて
はならなかったこと。

お２人の経験から、食の大切さを痛感。
大輝さんは仕事を通じて、「医療が進歩
しているのになぜ患者は減らないのか」
を、のぞみさんもお子さんのアレルギー
やご自身の病気から食育講師として起
業し各集会等での講演。
消費者を集めての田植え体験、稲刈り体
験等を行っている。

キッチンカー事業に従業員を雇用し、自
分たちは農業に専念したい。

キッチンカーでお届け

R７年８月より、自家栽培の自然米おむ
すびと自分たちの畑で育てた野菜や、地
域の農家さんからの規格外野菜をお味
噌汁にして佐倉市内の子供たちにお届
けしています。

栽培面積

を紹介します

（田端大輝さん・のぞみさん）

ビオ農縁さん

栽培品目

販売方法

9月に行われた稲刈りイベントには総勢
100名が参加。
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